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令 和 ２ 年 度 宍 粟 市 各 会 計 決 算 に 基 づ く 

健 全 化 判 断 比 率 等 に 係 る 審 査 意 見 書 

 

１  審 査 の 期 間  

令 和 ３ 年 ７ 月 １ 2 日  ～  令 和 ３ 年 ８ 月 １ 8 日  

 

２  審 査 の 対 象  

令 和 ２ 年 度 一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 決 算 に 基 づ く 健 全 化 判 断 比 率 及 び 資 金 不

足 比 率  

 

３  審 査 の 方 法  

市 長 か ら 提 出 さ れ た 健 全 化 判 断 比 率 、 資 金 不 足 比 率 及 び そ の 算 定 の 基 礎 と

な る 事 項 を 記 載 し た 書 類 が 適 正 に 作 成 さ れ て い る か を 主 眼 に 、 関 係 諸 帳 簿 等

と の 照 合 並 び に 関 係 職 員 か ら 説 明 を 聴 取 し 審 査 し た 。  

 

４  審 査 の 結 果  

 (1)総 合 意 見  

審 査 に 付 さ れ た 下 記 の 健 全 化 判 断 比 率 、 資 金 不 足 比 率 及 び そ の 算 定 の 基 礎 と

な る 事 項 を 記 載 し た 書 類 は 、 い ず れ も 適 正 に 作 成 さ れ て い る も の と 認 め た 。  

 

記  

 健 全 化 判 断 比 率                        （ 単 位：％ ） 

区    分 令和２年度 令和元年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － － 12.78 20.0

連結実質赤字比率 － － 17.78 30.0

実質公債費比率 7.9 9.8 25.0 35.0

将来負担比率 83.7 116.3 350.0
 

資 金 不 足 比 率                         （ 単 位：％ ） 

 

令和２年度 令和元年度 経営健全化基準

水 道 事 業 特 別 会 計 － － 20.0

下 水 道 事 業 特 別 会 計 － － 20.0

病 院 事 業 特 別 会 計 － － 20.0

区      分

法
適
用

 
 

 ※ 早 期 健 全 化 基 準 、 財 政 再 生 基 準 、 経 営 健 全 化 基 準 は 令 和 ２ 年 度 に お け る 基 準 で あ る 。  
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① 実 質 赤 字 比 率  

普 通 会 計 （ 一 般 会 計 ） ベ ー ス に お け る 実 質 赤 字 額 が 標 準 財 政 規 模 に 占 め る 割

合 で 、 令 和 元 年 度 及 び 令 和 ２ 年 度 と も に 赤 字 額 が 生 じ て い な い こ と か ら 「 － 」

で 表 示 し て お り 、 令 和 ２ 年 度 に お け る 早 期 健 全 化 基 準 の 12.78％ を 下 回 っ て い

る 。  

 

② 連 結 実 質 赤 字 比 率  

全 て の 会 計 （ 一 般 会 計 、 5 特 別 会 計 、 3 公 営 企 業 会 計 ） を 合 わ せ た 赤 字 額 が

標 準 財 政 規 模 に 占 め る 割 合 で 、 令 和 元 年 度 及 び 令 和 ２ 年 度 と も に 赤 字 額 が 生 じ

て い な い こ と か ら 「 － 」 で 表 示 し て お り 、 令 和 ２ 年 度 に お け る 早 期 健 全 化 基 準

の 17.78％ を 下 回 っ て い る 。  

 

③ 実 質 公 債 費 比 率  

  一 般 会 計 の 元 利 償 還 金（ 繰 上 償 還 額 は 除 く ）、公 営 企 業 等 に 係 る 一 般 会 計 か ら

の 繰 出 金 及 び 構 成 市 町 と な っ て い る 一 部 事 務 組 合 に 係 る 経 費 負 担 の う ち 、 元 利

償 還 金 に 充 て ら れ た 額 等 の 合 計 額 が 、 標 準 財 政 規 模 （ 償 還 金 等 及 び 標 準 財 政 規

模 と も に 元 利 償 還 金 ・ 準 元 利 償 還 金 に 係 る 基 準 財 政 需 要 額 算 入 額 は 除 く ） に 占

め る 割 合 で 、 令 和 ２ 年 度 （ ３ か 年 平 均 ） は 7.9％ と な っ て お り 前 年 度 （ ３ か 年

平 均 ） よ り 1.9 ポ イ ン ト 減 少 し た 。  

主 な 要 因 と し て は 、 普 通 交 付 税 に 参 入 さ れ る 公 債 費 等 が 減 少 し 、 あ わ せ て 都

市 計 画 税 の 廃 止 に よ り 、 元 利 償 還 金 に 充 当 で き る 特 定 財 源 が 減 少 し た が 、 繰 上

げ 償 還 の 実 施 に よ り 元 利 償 還 金 が 減 少 し 、 大 規 模 整 備 が な い こ と に よ る 元 利 償

還 金 の 経 年 減 少 や 、 下 水 道 事 業 等 の 地 方 公 営 企 業 会 計 適 用 に よ る 算 定 式 の 変 更

に よ り 、 公 営 企 業 債 の 元 利 償 還 金 に 対 す る 繰 出 金 が 減 少 し た た め 、 結 果 と し て

1.9 ポ イ ン ト の 減 と な っ た 。  

な お 、早 期 健 全 化 基 準 25.0％ は 下 回 っ て い る 。ま た 、地 方 債 発 行 が 県 へ の 協

議 制 か ら 許 可 制 と な る 18.0％ を 10.1 ポ イ ン ト 下 回 っ て い る 。  

   

④ 将 来 負 担 比 率  

  一 般 会 計 に お け る 地 方 債 残 高 、 企 業 会 計 等 に お け る 地 方 債 残 高 の う ち 一 般 会

計 か ら の 繰 出 見 込 額 、 一 部 事 務 組 合 に 係 る 負 担 見 込 額 、 退 職 手 当 負 担 見 込 額 の

合 計 額 が 、 標 準 財 政 規 模 （ 将 来 負 担 額 及 び 標 準 財 政 規 模 と も に 交 付 税 に 算 入 さ

れ る 額 等 は 除 く ）に 占 め る 割 合 で 、令 和 ２ 年 度 は 83.7％ と な っ て お り 、前 年 度

よ り 32.6 ポ イ ン ト 減 少 し た 。  

主 な 要 因 と し て は 、 普 通 交 付 税 に 参 入 さ れ る 公 債 費 等 が 減 少 し 、 あ わ せ て 元

利 償 還 金 に 充 当 で き る 特 定 財 源 （ 住 宅 使 用 料 ） が 減 少 し た が 、 繰 上 げ 償 還 の 実

施 に よ り 一 般 会 計 地 方 債 残 高 が 減 少 し 、 大 規 模 整 備 が な い こ と に よ る 元 利 償 還

金 の 経 年 減 少 や 、 下 水 道 事 業 等 の 地 方 公 営 企 業 会 計 適 用 に よ る 算 定 式 の 変 更 に
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よ り 、 公 営 企 業 債 の 元 利 償 還 金 に 対 す る 繰 出 見 込 額 が 減 少 し た た め 、 結 果 と し

て 32.6 ポ イ ン ト の 減 と な っ た 。  

な お 、 令 和 ２ 年 度 に お け る 早 期 健 全 化 基 準 の 350.0％ を 下 回 っ て い る 。  

 

⑤ 資 金 不 足 比 率  

各 公 営 企 業 の 資 金 の 不 足 額 の 事 業 規 模 に 対 す る 割 合 で 、 令 和 元 年 度 及 び 令 和 ２

年 度 と も に 全 て の 公 営 企 業 会 計 で 資 金 不 足 額 が 生 じ て い な い こ と か ら 「 － 」 で 表

示 し て お り 、 令 和 ２ 年 度 に お け る 経 営 健 全 化 基 準 の 20.0％ を 下 回 っ て い る 。  

 

(2)個 別 意 見  

① 連 結 実 質 赤 字 比 率 に つ い て  

全 会 計 の 実 質 収 支 、 資 金 不 足 額 の 合 計 は 黒 字 で あ る 。  

国 保 税 は 他 市 と 比 較 し て 決 し て 安 く な い 状 況 で も あ り 、 医 療 費 の 抑 制 に つ い て

国 保 加 入 者 の 理 解 を 得 ら れ る よ う 丁 寧 な 説 明 を 行 い 健 全 な 国 保 事 業 の 運 営 に 努 め

ら れ た い 。  

 

② 実 質 公 債 費 比 率 に つ い て  

実 質 公 債 費 比 率 （ ３ か 年 平 均 ） は 前 年 度 と 比 較 し て 1.９ ポ イ ン ト 減 少 し 、 早 期

健 全 化 基 準 以 下 と な っ て い る だ け で な く 、 地 方 債 許 可 団 体 と な る 18.0％ を 下 回 っ

て い る 。  

こ れ は 、平 成 22年 度 以 降 、計 画 的 に 繰 上 償 還 を 実 施 し た こ と に よ り 元 利 償 還 金

が 減 少 し た 結 果 に よ る も の で 、令 和 ２ 年 度 に お い て も 902,583千 円 の 繰 上 償 還 を

実 施 す る な ど 、令 和 ３ 年 度 の 普 通 交 付 税 一 本 算 定 に 向 け た 取 り 組 み が さ れ て い る 。 

し か し な が ら 、 今 後 は 、 普 通 交 付 税 の 一 本 算 定 に よ る 標 準 財 政 規 模 の 縮 減 が 予

想 さ れ る こ と か ら 、 更 な る 財 政 の 健 全 化 と 比 率 の 抑 制 を 図 る べ く 民 間 資 金 の 繰 上

償 還 等 に よ り 実 質 公 債 費 比 率 の 抑 制 に 努 め ら れ た い 。  

 

③ 将 来 負 担 比 率 に つ い て  

将 来 負 担 比 率 に つ い て も 、 前 年 度 と 比 較 し て 32.6ポ イ ン ト 減 少 し て い る 。  

令 和 ２ 年 度 末 の 将 来 負 担 額 の 総 額 は 51,854,104千 円 で 、 そ の 内 普 通 会 計 に お

け る 地 方 債 現 在 高 は 30,308,642千 円 、 公 営 企 業 債 等 に 係 る 繰 出 金 及 び 組 合 負 担

等 見 込 額 は 18,767,516千 円 で 起 債 償 還 に 係 る も の が 全 体 の 94.6％ を 占 め て い る 。 

分 子 と な る 将 来 負 担 額 の 内 、 充 当 可 能 な 基 金 、 公 営 住 宅 家 賃 の 特 定 財 源 、 地 方

債 償 還 財 源 と し て 交 付 税 算 入 さ れ る 額 を 除 く 一 般 財 源 負 担 額 は 、9,656,371千 円
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で 、 下 水 道 事 業 特 別 会 計 の 地 方 公 営 企 業 会 計 適 用 な ど に よ り 、 令 和 元 年 度 よ り

3,549,386千 円 の 減 と な っ た 。ま た 、分 母 の 標 準 財 政 規 模 か ら 算 入 公 債 費 等 を 除

い た 額 に つ い て は 267,364千 円 の 増 と な っ た た め 、 結 果 と し て 将 来 負 担 比 率 は

83.7％ と 前 年 比 で 32.6ポ イ ン ト の 減 と な っ た 。  

今 後 、 上 下 水 道 、 総 合 病 院 を 中 心 に 施 設 の 耐 用 年 数 を 迎 え 、 ま た 、 市 民 局 単 位

で の 生 活 圏 の 拠 点 づ く り や 新 病 院 の 建 設 事 業 、 見 通 し の つ か な い コ ロ ナ 対 策 な ど

新 た な 経 費 の 増 加 が 見 込 ま れ て お り 、 更 な る 計 画 的 な 財 政 運 営 が 必 要 と な る 。  

今 後 も 、 将 来 負 担 の 軽 減 に 努 め ら れ た い 。  

 

④ 資 金 不 足 比 率 に つ い て  

各 公 営 企 業 と も 資 金 不 足 を 生 じ て は い な い が 、依 然 と し て 厳 し い 状 況 で あ る 。

ま た 、上 下 水 道 事 業 特 別 会 計 に つ い て も 、施 設 の 長 寿 命 化 に 努 め る 必 要 が あ り 、

今 後 も 将 来 的 な 施 設 更 新 に 向 け よ り 一 層 の 経 営 改 善 に 努 め ら れ た い 。  

 

⑤ ま と め  

計 画 的 な 繰 上 償 還 等 に よ り 、実 質 公 債 費 比 率 に つ い て 18.0％ を 下 回 っ て い る

が 、 こ れ は あ く ま で も 現 状 の 追 認 で あ り 、 宍 粟 市 に と っ て 最 大 の 懸 案 事 項 で あ

る 人 口 減 少 の 要 素 は 含 ま れ て い な い 。 令 和 3 年 度 の 普 通 交 付 税 の 一 本 算 定 や 5

年 毎 に 実 施 さ れ る 国 勢 調 査 に お い て 、 人 口 は 減 少 す る こ と が 予 想 さ れ て お り 、

交 付 税 に 大 き く 依 存 す る 宍 粟 市 に と っ て は 依 然 厳 し い 現 実 に 立 た さ れ て い る 。

今 後 も 最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 と い う 理 念 に 基 づ き 、 効 率 的 な 業 務 の 運 営 と 更

な る 改 善 に 取 組 む 必 要 が あ る 。   

本 当 に 必 要 な も の は 何 か 、 削 減 で き る 事 業 は な い か 日 常 的 に 検 証 を 行 い 、 財

政 の 健 全 化 、 ス リ ム 化 に 努 め ら れ た い 。  


